
第１５回大橋川景観アドバイザー会議 資料－２

大橋川朝酌矢田地区護岸整備説明資料

令和 元 年 ９月 １０日

国土交通省 出雲河川事務所

1



確認事項

・護岸の施工可能範囲と素材や形態について

・切土法面の地形処理と植生について
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河川整備の内容

 朝酌矢田地区は、大橋川下流狭窄部の河道拡幅による引堤及び、それに伴う道路改良・法面の切土
が生じる。

 背後地盤が計画高水位より高く山付区間である。

位置図
横断図

朝酌矢田地区
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平面図



景観整備指針

区間⑦ 下流部北岸(左岸) 五川合流点～中海大橋

古代からの歴史、人々の生活や佇まい、水際から背後まで
の連続した自然に配慮した景観整備

（大橋川景観形成計画）

景観整備目標

水際植生の保全

矢田の渡しの利活用

緩い斜面による自然景観の創出

整備イメージ

敬水の景づくり 北岸

親水の景づくり

遊水の景づくり

敬水の景づくり

朝酌矢田地区
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朝酌矢田地区の景観整備目標は、「大橋川改修に伴う河川
構造物等の景観設計指針」を基に作成

水際植生の保全

矢田の渡しの利活用

緩い斜面による自然景観の創出

整備イメージ



景観整備指針

大橋川改修に伴う河川構造物等の景観設計指針（H28.12.26)
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護岸素材について

・朝酌矢田地区は「大橋川改修に伴う河川構造物等の景観設計指針」によると素材２（自然
石（安山岩系を基本とする））であるが、第１４回会議より、朝酌矢田地区の護岸素材は中
海の湖岸堤整備等で不要となる島石の利用を確認頂く。
※竹矢矢田地区については、これまでの会議でご意見を頂き施工に至った。

今後の左岸側等の景観指針で示している素
材２の護岸施工にあたっては、他工事で発
生する島石を活用した巨石積みも含めて、周
辺の景観に配慮した施工範囲や施工方法に
ついて検討を行い、大橋川景観アドバイザー
会議で審議すること。

第14回大橋川景観アドバイザー会議 議事要旨より抜粋

※

6

多賀神社・鎮守の森

矢田の渡し

魚見塚古墳

※

朝酌矢田地区

※「大橋川改修に伴う河川構造物等の景観設計指針」より抜粋

朝酌矢田地区の五川合
流部を中心に「流用島石」
の施工を検討

※



島石の積み方

 島石の積み方

島石の積み方を下表に示す。各項目の評価より「Case-3：粒径間配分+巨石配分+間詰あり
の場合」を選定する。
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ケース

Ｃａｓｅ-1
【粒径による配分や間詰を行わない場合】

Ｃａｓｅ-2
【粒径間配分+巨石のみ場合】

Ｃａｓｅ-3
【粒径間配分+巨石配分+間詰ありの場合】

Ｃａｓｅ-4
【石材整形をした場合】

写

真

評

価

項

目

景

観

粒径配分を行わないことから、石材形状が
偏り、バランスの悪い石積み表情となる。
松江市周辺での施工実績は少ない。

×

巨石のみを使用するため、合端合わせが限
られ、目地幅が広く間延びした石積み表情と
なる。
砂防堰堤などで見られる工法である。 △

粒径配分と合わせて、間詰めを行うことで
大きな目地空きがなく、収まりの良い石積
み表情となる。
松江城二の丸下段、堀川護岸に用いられ
ている。

〇

石材をバランス良く配置し、合端を合わせる
ことで、目地の美しい石積みとして仕上がる。
修景的場所に摘要される工法である。

〇

コ
ス
ト

材料は湖岸堤工事による発生材を流用。

〇

材料は湖岸堤工事による発生材を流用。
積手間が 標準と比べてやや高額となる。

△

材料は湖岸堤工事による発生材を流用。
積手間が標準に比べてやや高額となる。

△

材料は湖岸堤工事による発生材を流用する
ため、切石加工が別途必要で高額になる。

×

施

工

粒径配分を行わないことから、積手間は少な
くなる。
※流用する石材の使用率は73％。

〇

大きな石材のみの使用となることから、積手
間は多くなる。
※流用する石材の使用率は25％。

△

合端加工せずに積み上げられるが、石の
バランスや間詰めを考慮する必要がある
ことから積手間は多くなる。
※流用する石材の使用率は44％。 △

石材の合端加工が必要となり、積上げには
技術が必要になるため、積手間は多くなる。

×

評 価

積手間が最も安価であるが、バランスの悪い
積み方となり、景観性に劣る。

③

間詰がないため目地が最も目立ち景観性に
劣る。

②

粒径配分を行うため、Case-1より積手間
が高いが、施工実績があり、景観性に優
れている。

①

大根島・島石積のように収まりが良い。しかし
施工時に石材の合端合わせの整形手間が
別途必要であり、熟練者の指導も不可欠で
あるため採用しない。

次ページ以降、Case2およびCase3の試験施工を行った写真を示す。



Case-2
巨石のみ
色粉あり

切石谷積Case-3
巨石配分
+間詰
色粉なし

Case-3
巨石配分
+間詰
色粉あり

流用島石の試験施工写真（対岸からの見え方）
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Case-2
巨石のみ
色粉あり

切石谷積
Case-3
巨石配分+間詰
色粉なし

Case-3
巨石配分+間詰
色粉あり

流用島石の試験施工写真（水上からの見え方）
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流用島石の試験施工写真（拡大）

10

①Case2 巨石のみ 色粉なし ②Case2 巨石のみ 色粉あり

③Case3 巨石配分+間詰 色粉なし ④Case3 巨石配分+間詰 色粉あり
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島石の流用について

・再利用する島石は、中海の江島地区の湖岸堤整備時に撤去された984m3で、ブロックの控え
を35㎝として、各ケースの施工可能範囲を設定した。
・島石を使用しない箇所については、伯太産安山岩を使用した割石積（奥目地仕上げ）とする。
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種類 数量

大きい石 （概ねφ=50ｃｍ以上） 444.1ｍ3

中程度の石 （概ねφ=20～40cm程度） 477.3ｍ3

小さい石 （概ねφ=15cm以下） 63.0ｍ3

合 計 984.4ｍ3

流用島石量

ケース 設置可能延長

Case-1 約 550m

Case-2 約 230m

Case-3 約 330m

島石の積み方ケース毎の流用島石設置可能延長

※各ケースの設置区間を算出するにあたり、流用島石は積み重ねた状態で仮置きされて
おり、島石間には空隙があることから、3割程度の余裕を考慮して算出した。

・ケース3(推奨案)で流用島石を積んだ場合、中組荷揚場の下流付近まで施工が可能。



護岸素材の選定（流用する島石の確認、範囲）

○島石を使用する範囲
再利用可能な島石のボリュームを確認し、多賀神社のある五川合流部より下流の護岸が景観に与える影響が大きい区間で
島石を使用する範囲を決定した(Case-3の積み方で施工する場合)。
五川合流部の多賀神社周辺 中組荷揚場下流(LL2k390付近）L=約330m
※島石と伯太産安山岩の境を目立たなくするため、護岸高が低くなるLL2k390付近とした。
○伯太産安山岩を使用する範囲
島石を利用しない区間については伯太産安山岩を使用し、前回会議で決定した割石積（奥目地仕上げ）で施工する。
中組荷揚場下流(LL2k390) LL1k725付近 L=約660ｍ
※伯太産安山岩とコンクリートブロックの境を目立たなくするため、構造物（樋管）があるLL2k390付近とした。

 Case-3で施工する場合、島石を使用する範囲は多賀神社下流(LL2k712付近)～中組荷
揚場下流(LL2ｋ390付近)の範囲とする。
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流用島石設置イメージ(船上からの視点)

1: 0.5
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ラウンディング検討箇所

船着場からの対岸景観
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道路切土法面の処理検討

・道路切土法面の景観に配慮してラウンディングにより丸みをつける。
・設計指針のデザイン方針に従い、切土法面処理の仕方について、検討した。
・検討が必要となる切土法面は３箇所(1k900,2k125,2k250付近)。
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道路切土法面の処理検討

・切土法面の処理手法には主にラウンディングがある。

・切土端部は、可能な限りラウンディ
ングを考慮することとする。

・本地区では、下表の3種類のラウンディング適用できる。

ショルダーラウンディング
ショルダーラウンディングとは、のり面と地山が鈍角に交わる場合、浸食

防止と地山とのスムーズな連続、植生の定着を図る程度の比較的規模の小さ
いラウンディング。

ショルダーラウンディング

ラウンディング後

方
向

ラウンディング種
類

概 要 本地区への適用性

断
面
方
向

ショルダーラウン
ディング

のり面と地山が鈍角に交わる場合、浸食防止と地
山とのスムーズな連続性を図る程度の小さいラウ
ンディング

のり面と地山が鈍角に交わる
ため適用する ○

クレストラウンディ
ング

切土のり面で尖ったのり肩が形成される場合に、
のり肩部の特別大きなラウンディング

尖ったのり肩となる切土計画
が存在しない

×

のり尻のラウン
ディング

のり尻に形成される直線の緩和を図るため、のり
尻のラウンディングを行い視覚的に緩和する

切土面を拡大するため不適
×

小段の処理
不要な小段を削減し、広幅小段については、のり
肩部のラウンディングを行う

小段をなくすことにより、切土
勾配が緩くなり法面が拡大す
るため不適

×

平
面
方
向

コンターラウンディ
ング

のり面端部等における等高線に沿った平面的なラ
ウンディング

切土端部が目立つため適用
する

○

尾根･谷の創出

切土面が連続している場合に、地山との関係性を
考慮した尾根･谷を造成して切土面の違和感を解
消する

切土高が異なる切土肩の人
工感を軽減するため適用する ○

14

道路デザインの目的

道路の構想･計画･設計･施工、管理の流れの中で景観に配慮し、
機能的で使いやすく、周辺景観も含めて美しい道路を創造するこ
とであり、さらには美しい道路づくりを通して、美しい国土を創造す
ることである。

新設、改築のみならず、現道の景観改善も美しい国づくりに大き
な影響をもたらすため、その取り扱いにあたっても、道路デザイン
を行うものとする。

道路のデザイン道路デザイン指針(案)とその解説 (財)道路環境研究所
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道路切土法面の処理検討
朝酌矢田地区の切土法面について、一般的な切土と景観に配慮してラウンディングを行っ
た場合について、1k900付近,2k125付近,2k250付近の3箇所で検討を行った。

左岸側2k125付近平面図左岸側2k250付近平面図

左岸側1k900付近平面図
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道路切土法面の処理検討
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道路切土法面の処理検討
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道路切土法面の処理検討
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法面保護工の検討

・法面保護工は、安定勾配を確保し、可能な限り法面が緩勾配となるよう計画することで、切土
のり面におけるのり面保護工の選定フローより「植生工(植生基材吹付工)」が選定される。

 法面保護工の選定

19

D=20.834

FH=

L L 2 K 1 2 5
GH=4.08

G ( M s )：基盤岩

粘 性 土

泥 岩

頁 岩

凝 灰 角 礫 岩

凝 灰 岩

砂 岩

道路土工切土工･斜面安定工指針によれば、周辺からの在来種の侵
入が容易で、植物の生育が良好となり、植生被覆が完成すれば、表面
浸食がほとんどなくなる勾配は、S=1:1.4より緩勾配とある。よって、切土
勾配は、「法面の安定」「環境･景観」「植生」等からS=1:1.5とする。
切土勾配(S=1:1.5)の断面について、切土後の風化にともなう土質
強度低下を考慮して、安定計算を行った結果、計画安全率Fs=1.20
を満足する。
法面保護工は、切土後の安定が確保出来ることから、「切土のり面に
おけるのり面保護工の選定フロー」より、植生工(植生基材吹付工)が選
定される。

植生工の種類と特徴(その1)道路土工切土工･斜面安定工指針

注1

注1）同左：主に土砂(土壌硬度23㎜以下)の盛土のり面、礫質土の盛土のり面



法面緑化方針:法面保護機能の確保、周辺環境との調和、道路交通機能の確保

法面緑化の検討

・法面緑化検討では、法面保護工から導かれた「植生基材吹付工」に基づき緑化方針を確認し、
法面緑化構成や緑化種子選定を行う。

・対象地区周辺は古代からの歴史、生活の佇まいを感
じさせる地域であり、水際から背後までの連続した自然
に配慮した景観づくりが必要な区域である。

<周辺植生樹種の確認>
・計画地周辺の林地にはスギ、クス、シイ、タブノ
キ等が自生している他、自然環境を象徴する多
賀神社周辺の照葉樹林内に高木、低木類が分
布している。
・スダジイ、ヤブツバキ群落内に自生する樹種は、
次の通りとなる。

切土のり面
検討箇所

〈現況の植生状況〉

計画地

大橋川

33:アカマツ群落

42:伐採跡地群落

52:スギ・ヒノキ植林

62:竹林

〈竹林の北側山林〉

[H25年度大橋川測量設計業務(朝酌矢田地区 護岸･道路修正設計)より抜粋し一部加筆]

計画地：竹林

山林：スギ・クス・シイ他

※矢田の渡しより撮影

 対象地区の景観特性

 植生状況

20

・計画地の現況植生
計画地の植生は竹林
→法面の土質は土壌硬度35mm以上の粘性
土（軟岩）であり植生の生育には適していない
為、根が浅くネットワーク状に張る竹が適応したた
めと考えられる。

高 木 スダジイ、イヌマキ、スギ、クスノキ、モチノキ、ヤブニッケイ

中高木 シロモチ、ヤブツバキ、イヌビワ

小高木 カクレミノ、ネズミモチ、マサキ

低 木 マンリョウ

地 被 ヤブラン、リュウノヒゲ



法面緑化の検討

 法面緑化目標の設定

植 物
項 目

草本類 木本類

表層の固定 根系侵入少ない：固定難 根系侵入多い：固定良

表面浸食防止力 大きい（霜柱・降雨） 少ない

植生回復力 初期速い→後衰退 初期遅い→後安定

樹林形成 小 大

【法面緑化基本構成図】
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項 目
場 所

緑化機能 緑化植物の選定

山側緑化 将来的樹林形成 草本・中高木類

道路側緑化 低木の緑化形成 草本・低木類

法面緑化にあたっては、周辺環境と調和する景観的条件と交通視
認性等の道路機能を配慮した緑化構成を設定する必要がある。
①法面緑化の基本構成
緑化構成は、将来的に樹林化を図る山側緑化と道路空間への
影響を配慮した道路側緑化に分けられる。

②緑化植物の特性
緑化植物は、緑化機能により草本類と木本類に大別できる。



法面緑化の検討

 緑化植物の選定

22

【法面緑化模式図】

構 成 種 緑 化 機 能

主構成種 樹林形成の中心となる植物で、周辺植生に見られる樹種を主体に選定する

補全種 草本種と共に土壌を肥沃化し、主構成種の生育を助ける樹種を選定する

草本種 初期段階で表面緑量を形成し、生育基盤の浸食防止となる外来の芝草を選定する

②緑化種子の選定
草木類は発芽、成長が早いのに対し、木本類
は発芽が不揃いで成長も遅い特性があることか
ら発芽率、環境適応性の高い植物の選定が
必要となる。

構 成 種 適 応 性 選定緑化種子

主構成種 周辺自然植生種
スダジイ、ヤブツバキ、ネズミモチ、
シャリンバイ等

補全種 在来種(マメ科低木) ヤマハギ、コマツナギ等

草本種 外来種（寒地型）
トールフェスク、
クリーピングレッドフェスク

①法面緑化の構成種
法面緑化工で使用する植物(草本・木本類)は、緑化機能に沿って主構成種、補全種、草本種に分けられる。



法面緑化の検討
 法面緑化(植生基材吹付工)の推移

23

【法面緑化施工後】

【将来的法面緑化の姿】

施工完了後、草本類の発芽により速
やかな全面被覆が始まるが、木本類
の発芽は１年以上となる。

播種による中・高木と周辺林からの実生
による常緑・落葉が生育し、既存林と一体
化した樹林が形成される。

【法面緑化施工後5年程度】

法面の安定化と共に草本類は衰退
し、木本類の低木が繁茂する。その
後、中・高木の生育より樹林化が進
んでくる。



荷揚場・水辺利用計画

 荷揚・船揚場、矢田の渡し渡船場の整備について

□景観設計方針(景観設計指針より)
・朝酌地区及び五川合流部の護岸は自然石による石積を基本とする。

□素材選定(景観設計指針より)
・素材工 : 石積護岸(安山岩系)に選定されているが、護岸が目立つため

中海の湖岸堤整備等で撤去された島石を流用。

24

・漁船の係留施設として整備。水辺の回廊の散策路の拠点として、中組 下組荷揚場の間は、親水性確保の為に小段
を設置する。



参考：朝酌矢田地区 堤防完成イメージ

【矢田の渡船着場からの対岸景観】

25



参考：法面保護工の検討

・法面保護工は、法面の長期的な安定確保とともに自然環境の保全や修景を目的として選定さ
れる。
・法面保護工は、安定勾配を確保し、可能な限り法面が緩勾配となるよう計画することで、切土
のり面におけるのり面保護工の選定フローより「植生工」が選定される。

 法面保護工の選定

26

D=20.834

FH=

L L 2 K 1 2 5
GH=4.08

G ( M s )：基盤岩

粘性土

泥岩

頁岩

凝灰角礫岩

凝灰岩

砂岩

道路土工切土工･斜面安定工指針によれば、周辺
からの在来種の侵入が容易で、植物の生育が良好とな
り、植生被覆が完成すれば、表面浸食がほとんどなくな
る勾配は、S=1:1.4より緩勾配とある。よって、切土勾
配は、「法面の安定」「環境･景観」「植生」等から
S=1:1.5とする。
切土勾配(S=1:1.5)の断面について、切土後の風
化にともなう土質強度低下を考慮して、安定計算を
行った結果、計画安全率Fs=1.20を満足する。
法面保護工は、切土後の安定が確保出来ることから、
「切土のり面におけるのり面保護工の選定フロー」より、
植生工が選定される。切土のり面におけるのり面保護工の選定フロー道路土工切土工･斜面安定工指針



参考：法面保護工の検討

・植生工選定フローにより、低木,高木林型の緑化目標で短期間の緑化を条件に選定すれば、
「木本類の植栽工」「苗木設置吹付工」となる。しかし、道路土工切土工･斜面安定工指針によ
れば植栽工等の土壌硬度23㎜以下が適用条件となっており、当計画地の土壌硬度は35㎜と
大幅に適用条件を上回り適さないため、「播種工」による緑化とする。

 植生工の選定

27

植生工選定フロー(緑化目標及び植物材料からの選定)道路土工切土工･斜面安定工指針

※木本類の植栽工等は土壌硬度23㎜以下で、計画地の土壌硬度35㎜以上のためNG



・既往調査結果より法面条件としては(切土勾配:S=1:1.5,土壌硬度:35㎜以上, pH:4.8 
6.6(H2O法))となり、のり面条件を基にした植生工の選定フローから「植生基材吹付工」「植生
土のう工」「植生マット工」「植生基材注入工」が選定される。

参考：法面保護工の検討

 播種工の選定
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のり面条件を基にした植生工の選定フロー(木本類播種工等)道路土工切土工･斜面安定工指針



・播種工は、選定された4工法の中で、地山と密着が可能で、耐浸食効果があり、全面緑化が
可能な「植生基材吹付工」が適策である。

参考：法面保護工の検討

 播種工の選定
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〔選定理由〕
①植生土のう工は、法面に土のうを固定するための法枠等が必要となり景観に劣る。
②植生マット工及び植生基材注入工は、切土法面に露出する風化岩内に、未風化部が礫状に残存するため、地山と密
着することが困難である。
③植生基材吹付工は、適用条件を満足し、耐降雨強度も10 100㎜/hrと浸食効果が期待できる。

植生工の種類と特徴(その1～その3)道路土工切土工･斜面安定工指針

注1

注1）同左：主に土砂(土壌硬度23㎜以下)の盛土のり面、礫質土の盛土のり面


